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研究所の取り組みをご紹介します
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ラ
オ
ス
の
産
業
立
地
に
関
す
る
政
策
提
言
レ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
と
の
勉
強
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
今
年
度
、「
ラ
オ
ス
経
済
産

業
貿
易
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
」
政
策
提
言
研
究
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

同
研
究
会
の
成
果
は
、
七
月
四
日
（
土
）
に
日
本
・

メ
コ
ン
地
域
諸
国
首
脳
会
議
に
あ
わ
せ
て
来
日
さ
れ
た

ラ
オ
ス
の
ト
ン
シ
ン
首
相
へ
、
ジ
ェ
ト
ロ
・
海
外
調
査

部
と
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
共
同
の
政
策
提
言
書
と
し
て

石
毛
理
事
長
か
ら
手
交
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
先
駆
け
、
七
月
二
日
（
木
）
に
は
メ
デ
ィ
ア

を
集
め
た
勉
強
会
が
実
施
さ
れ
、
今
回
の
研
究
成
果
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
政
策
提
言
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
⑴
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
の
推
進
、
⑵
直
接
投
資
に

お
け
る
投
資
手
続
き
の
改
善
、
⑶
カ
イ
ゼ
ン
・
５
Ｓ
の

推
進
と
技
術
者
の
国
際
移
動
円
滑
化
、
⑷
集
積
効
果
を

生
か
し
た
産
業
立
地
政
策
に
つ
い
て
、
主
査
の
石
田
正

美
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
長
等
が
説
明
を
行
い
、
そ
れ
に

対
し
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
の
成
果
を
も
と
に
、
ラ
オ
ス
で
も
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
政
策
提
言
に
つ
な
が
る
よ
う
さ
ら
な
る

普
及
を
図
り
ま
す
。（
本
研
究
会
の
成
果
は
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。）

中
国
・
対
外
経
済
貿
易
大
学
（
Ｕ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
）
と

研
究
交
流
協
定
（
Ｍ
ｏ
Ｕ
）
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
七
月
一
三
日
（
月
）
に
、
北

京
に
て
Ｕ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
と
研
究
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
研
究
所
と
Ｕ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
中
国
の
二
酸
化
炭
素
排
出
に

関
す
る
研
究
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

（
Ｇ
Ｖ
Ｃ
）
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
共
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
⑴
共
同
研
究
の
実
施
、
⑵
レ
ク
チ
ャ
ー
、

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
共
催
、
⑶
学
術

情
報
及
び
出
版
物
の
交
換
、
⑷
研
究
組
織
の
設
立
支
援

（
特
に
Ｇ
Ｖ
Ｃ
研
究
分
野
関
連
）
に
つ
い
て
包
括
的
な

締
結
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
協
力
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

兵
庫
県
立
兵
庫
高
校
が
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
立
兵
庫
高
校
の
一
年
生
一
一
名
（
教
諭
一

名
）
が
八
月
五
日
（
水
）、
夏
休
み
を
利
用
し
て
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

二
○
一
五
年
度
よ
り
文
科
省
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
選
定
さ
れ
た
兵
庫
高
校

で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た
事
業
の

一
環
と
し
て
「
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
テ
ー

マ
に
課
題
研
究
を
実
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
藤
田
麻
衣
研
究
員
（
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー
プ
長
代
理
）
が
講
師
と
な

り
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
に
つ
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の

事
例
を
も
と
に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
な
ぜ
企
業
は
海

外
進
出
す
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
始
ま
り
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
い
て
外
国
企
業
の
進
出
が
拡
大
し
、
経
済
に
占

め
る
外
国
投
資
の
役
割
も
高
ま
っ
て
き
た
経
緯
と
背
景

に
つ
い
て
、
実
際
の
企
業
事
例
を
取
り
上
げ
つ
つ
写
真

や
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
は
社

会
主
義
国
家
な
の
に
、
ど
う
し
て
資
本
主
義
の
よ
う
な

経
済
体
制
な
の
か
な
ど
質
問
も
あ
が
り
、
興
味
深
く
聴

講
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
図
書
館
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
来
年
は
、
こ
う
し
た
課
題
研
究
を
も
と
に
、
実

際
に
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
も
予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
文
責
：
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職　

佐
々
木
晶
子
）

UIBE でのMoU締結式典

兵庫高校への講義の様子


